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１ 人口の動向 

 

（１）人口の推移 

国勢調査より総人口の推移をみると、昭和５０年から昭和６０年にかけては、

１４，０００人を超え微増で推移していましたが、平成２年に大きく減少し、

１４，０００人を下回りました。平成２年以降も減少傾向にありましたが、減

少数は徐々に縮小し、平成２２年では増加に転じました。なお、平成２５年２

月末現在の本町の住民基本台帳の人口は、１３，８８７人となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 嘉手納町の現状 

人口の推移
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（２）人口動態 

人口動態をみると、社会動態は、平成１０年まではほぼ転出が転入を大きく

上回っていましたが、平成１１年以降その差は縮まる傾向にあり、また、転入

が転出を上回る年もみられます。 

自然動態は、毎年出生が死亡を上回っていますが、平成７年以降その差は縮

まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：沖縄県_長期時系列統計データ 
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２ 世帯の動向 

 

国勢調査から世帯の動向をみると、世帯総数は総人口の増減にかかわらず、

増加傾向にあります。一方、１世帯あたり人員は減少する傾向にあり、昭和５

０年の４．１５人から平成２２年では２．７５人となります。 

昭和６０年からの世帯構成の推移をみると、核家族世帯は増加傾向にありま

すが、そのうち、夫婦と子ども世帯は減少傾向にあります。 

単独世帯も増加傾向にあり、構成比も昭和６０年の１４．９％から平成２２

年では２６．４％に上昇しました。そのうち、高齢者単独世帯の増加が大きく、

単独世帯に占める割合は、昭和６０年の２７．１％から、平成２２年では３９．

８％となります。三世代世帯は減少傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯構成の推移 

 
昭和 60年 平成 2年  7年  12年  17年  22年 

 構成比  構成比  構成比  構成比  構成比  構成比 

核家族世帯 2,593 67.2 2,798 68.6 2,888 68.2 2,909 66.0 2,969 63.7 3,056 62.0 

 夫婦のみの世帯 313 8.1 430 10.5 473 11.2 545 12.4 557 12.0 638 12.9 

 夫婦と子ども世帯 1,813 47.0 1,789 43.8 1,786 42.2 1,705 38.7 1,640 35.2 1,594 32.3 

 片親と子ども世帯 467 12.1 579 14.2 629 14.9 659 15.0 772 16.6 824 16.7 

単独世帯 575 14.9 688 16.9 803 19.0 947 21.5 1,151 24.7 1,300 26.4 

 高齢者単独世帯 156 4.0 204 5.0 230 5.4 345 7.8 442 9.5 517 10.5 

三世代世帯 332 8.6 301 7.4 254 6.0 237 5.4 186 4.0 159 3.2 

世帯総数 3,859 100.0 4,081 100.0 4,234 100.0 4,406 100.0 4,661 100.0 4,933 100.0 

資料：国勢調査 

世帯総数及び1世帯あたり人員の推移
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３ 年齢構成 

 

国勢調査より年齢３区別人口の構成比の推移をみると、年少人口比率(０～１

４歳)は低下傾向、老年人口比率(６５歳以上)は上昇傾向にあり、少子高齢化が

進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 
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４ 高齢化率 

 

平成２２年の国勢調査における本町の高齢化率は２１．０％で、中部地区１

１市町村の中では、金武町の２３．１％、宜野座村の２１．１％に次いで、３

番目に高くなります。 

また、高齢者全体に占める後期高齢者(７５歳以上)の割合は５４．２％で、

恩納村、宜野座村、中城村に次いで、４番目に高くなります。 

 

 

 

中部地区市町村の高齢者数及び高齢化率 

中部市町村 高齢化率 
65歳以上 

人口 
前期高齢者人口 後期高齢者人口 

構成比（％） 

前期高齢者 後期高齢者 

うるま市 17.5 20,445 10,058 10,387 49.2 50.8 

宜野湾市 14.6 13,428 7,456 5,972 55.5 44.5 

沖縄市 15.5 20,137 10,616 9,521 52.7 47.3 

恩納村 19.9 2,017 862 1,155 42.7 57.3 

宜野座村 21.1 1,126 481 645 42.7 57.3 

金武町 23.1 2,558 1,249 1,309 48.8 51.2 

嘉手納町 21.0 2,898 1,328 1,570 45.8 54.2 

読谷村 16.7 6,370 3,314 3,056 52.0 48.0 

北谷町 16.0 4,360 2,303 2,057 52.8 47.2 

北中城村 20.2 3,220 1,537 1,683 47.7 52.3 

中城村 16.5 2,913 1,329 1,584 45.6 54.4 

 

資料：国勢調査(平成 22年) 
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５ 就業別就業者数 

 

国勢調査から産業別就業者数の構成比をみると、平成２２年では第三次産業

が７３．４％と圧倒的に高く、次に、第二次産業が１６．９％となります。ま

た、第三次産業の構成比は沖縄県と大差ありません。 

 

就業構造 

 
平成 17年 平成 22年 沖縄県(平成 22年) 

 構成比  構成比  構成比 

就業者総数 4,860 100.0 5,069 100.0 578,638 100.0 

第一次産業 104 2.1 77 1.5 28,713 5.0 

 農業・林業 88 1.8 71 1.4 25,981 4.5 

 漁業 16 0.3 6 0.1 2,732 0.5 

第二次産業 1,024 21.1 856 16.9 81,142 14.0 

 鉱業、採石業、砂利採取業 4 0.1 2 0.0 246 0.0 

 建設業 788 16.2 636 12.5 53,090 9.2 

 製造業 232 4.8 218 4.3 27,806 4.8 

第三次産業 3,668 75.5 3,723 73.4 418,321 72.3 

 電気・ガス・熱供給・水道業 32 0.7 28 0.6 3,099 0.5 

 情報通信業 76 1.6 73 1.4 11,490 2.0 

 運輸業、郵便業 148 3.0 186 3.7 28,148 4.9 

 卸売業、小売業 848 17.4 767 15.1 86,419 14.9 

 金融業、保険業 44 0.9 61 1.2 11,215 1.9 

 不動産業、物品賃貸業 40 0.8 90 1.8 10,843 1.9 

 学術研究､専門・技術サービス業 120 2.5 121 2.4 15,915 2.8 

 宿泊業、飲食サービス業 504 10.4 426 8.4 46,797 8.1 

 生活関連サービス業、娯楽業 304 6.3 288 5.7 23,517 4.1 

 教育、学習支援業 212 4.4 209 4.1 29,884 5.2 

 医療、福祉 340 7.0 510 10.1 70,223 12.1 

 複合サービス事業 52 1.1 27 0.5 3,831 0.7 

 サービス業(他に分類されないもの) 688 14.2 639 12.6 45,570 7.9 

 公務(他に分類されるものを除く) 260 5.3 298 5.9 31,370 5.4 

分類不能の産業 64 1.3 413 8.1 50,462 8.7 

資料：国勢調査（平成 17 年と平成 22 年は日本標準産業分類の改定を基に編成されている

ため、平成 17年以前と単純に比較できません。） 
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６ 完全失業率 

 

平成２２年の国勢調査より、本町と沖縄県の完全失業率を男女別で比較する

と、男性は３０歳～５４歳の失業率は本町が高く、中でも４０歳～４４歳の差

が比較的大きくなります。 

女性は３０歳～５４歳では沖縄県と大差ありませんが、２０歳～２９歳と５

５歳～６４歳では本町が低くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査（平成 22年） 
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７ 飲食店数 

 

平成２１年７月１日現在の人口千人あたりの飲食店数をみると、本町は９．

４店舗で、中部地区１１市町村の中では、金武町に次いで２番目に高くなりま

す。 

 

沖縄県・中部地区市町村の飲食店数及び千人あたり飲食店数 

 

総
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うるま市 593 62 64 24 19 5 16 10 5 126 252 55 17 8 1 8 5.2 

宜野湾市 660 43 57 16 14 7 20 16 11 148 301 66 15 6 5 4 7.1 

沖縄市 1,197 82 115 35 24 13 43 22 9 250 610 72 34 13 9 12 9.2 

恩納村 74 18 21 11 2 2 6 4 1 17 4 6 3 1 - 2 7.5 

宜野座村 21 5 1 - - - 1 4 - 9 - 1 1 - - 1 4.0 

金武町 130 18 9 3 3 - 3 3 - 14 77 6 2 - - 2 12.0 

読谷村 164 12 28 10 5 3 10 6 - 36 67 12 3 1 - 2 4.3 

嘉手納町 128 13 11 5 2 - 4 3 1 30 57 8 5 2 1 2 9.4 

北谷町 228 18 70 15 12 8 35 5 7 53 25 24 24 13 2 9 8.3 

北中城村 51 5 17 6 2 - 9 4 1 13 1 7 3 2 - 1 3.2 

中城村 32 7 7 5 2 - - 3 - 6 3 3 3 - - 3 1.9 

沖縄県 10,824 1,040 1,304 503 280 130 391 306 157 2,601 4,046 1,036 299 117 47 135 7.8 

資料：総務省 平成 21年経済センサス-基礎調査（平成 21年 7月 1日現在） 

人口千人あたりの算出は、飲食店数÷各地区総人口×1000 

※各地区総人口資料は、｢第 53回沖縄県統計年鑑｣（平成 21年 10月 1日現在） 
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８ 医療費の状況 

 

（１）国民健康保険被保険者数（各年度３月末現在） 

  国民健康保険被保険者数（一般と退職の合計）は毎年減少しており、同様

に加入率についても減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）国民健康保険医療費 

 医療費（一般と退職の合計）は、平成２０年度から平成２３年度にかけて増

加していますが、平成２４年度は減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国保被保険者数と加入率 

医療費の推移 

（人） 
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（３）一人あたりの医療費 

  国民健康保険被保険者における１人あたりの医療費（一般と退職の合計）

は、平成２０年度以降増加傾向にあります。 

 

 

※国民健康保険被保険者数は年度平均を使用。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人あたりの医療費 
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９ 介護保険の状況 

 

（１）第１号被保険者（６５歳以上） 

  第１号被保険者の介護認定者数は、毎年増加しています。平成２３年の認

定者数は、平成１９年に比べて１００人増加しています。 

  要介護４・５の占める割合は平成２０年に増加して以降、特に大きな変化

はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１号被保険者 介護認定者数 
(人) 
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（２）第２号被保険者（４０歳以上６５歳未満） 

  第２号被保険者の介護認定者数に大きな変化はみられません。 

  しかし、要介護４・５の占める割合は平成１９年以降、増加傾向にありま

す。 

 

 

 

第２号被保険者 介護認定者数 (人) 
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１０ 主な死亡原因 

 

全死因に対する死亡原因別の割合は、男女とも｢悪性新生物｣が最も高く、続

いて｢心疾患｣、｢肺炎｣となります。 

本町の標準化死亡比（沖縄県を１００とする）をみると、男性では｢喘息｣、｢く

も膜下出血｣、｢慢性肝疾患･肝硬変｣等が沖縄県より高く、特に｢くも膜下出血｣

と｢慢性肝疾患･肝硬変｣の標準化死亡比の高さは県内市町村の中でも第３位と、

死因別の順位としては最も高くなります。 

女性では｢慢性肝疾患・肝硬変｣、｢喘息｣、｢乳がん｣等が沖縄県より高くなり

ます。順位では、｢乳がん｣が５位、｢慢性肝疾患・肝硬変｣が６位と高くなりま

す。 

 

主要死因別標準化死亡比等（2003年－2012年） 男性 

項目 死亡数 割合 ＳＭＲ 
 

順位 有意差 

悪性新生物 138  26.39  88.79  34  

 食道がん 5  0.96  69.03  31   

 胃がん 6  1.15  39.94  40  （－） 

 肝がん 9  1.72  79.69  31   

 胆嚢・胆管がん 6  1.15  84.56  26   

 膵がん 4  0.76  56.75  32   

 大腸がん 21  4.02  102.45  13   

 気管支・肺がん 40  7.65  93.23  29   

 白血病 8  1.53  103.38  17   

糖尿病 5  0.96  69.32  27   

心疾患 70  13.38  108.61  14   

 急性心筋梗塞 12  2.29  49.88  38 （－） 

脳血管疾患  38  7.27  86.65  30  

 脳出血 10  1.91  57.18  37   

 脳梗塞 17  3.25  86.57  26   

 くも膜下出血 9  1.72  220.14  3   

肺炎 53  10.13  118.28  6   

慢性閉塞性肺疾患 10  1.91  70.27  35   

喘息 4  0.76  230.73  7   

慢性肝疾患・肝硬変 26  4.97  172.64  3  （＋） 

腎炎・ネフローゼ(腎不全) 9  1.72  125.55  9   

不慮の事故 10  1.91  51.72  40  （－） 

自殺 28  5.35  115.66  13   

全死因 523  － 104.35  17   

資料：沖縄県標準化死亡比（ＳＭＲ）～1973－2012～（2011年集計までの暫定版） 
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主要死因別標準化死亡比等（2003年－2012年）女性 

項目 死亡数 割合 ＳＭＲ 
 

順位 有意差 

悪性新生物  104  19.89  91.18  26   

 食道がん 0  0.00  0.00  27   

 胃がん 6  1.15  69.68  30   

 肝がん 7  1.34  106.38  14   

 胆嚢・胆管がん 3  0.57  37.25  34   

 膵がん 7  1.34  90.39  21   

 大腸がん 14  2.68  81.16  30   

 気管支・肺がん 22  4.21  116.92  11   

 乳がん 12  2.29  129.63  5   

 子宮がん 8  1.53  121.05  10   

 白血病 8  1.53  126.94  13   

糖尿病 8  1.53  108.68  12   

心疾患  74  14.15  94.42  23   

 急性心筋梗塞 13  2.49  60.35  39 （－） 

脳血管疾患   35  6.69  74.04  36 （－） 

 脳出血 7  1.34  51.15  34  （－） 

 脳梗塞 20  3.82  80.63  28   

 くも膜下出血 8  1.53  125.09  10   

肺炎 53  10.13  106.95  11   

慢性閉塞性肺疾患 6  1.15  60.14  31   

喘息 5  0.96  137.73  9   

慢性肝疾患・肝硬変 13  2.49  186.50  6   

腎炎・ネフローゼ(腎不全) 5  0.96  44.54  35  （－） 

不慮の事故 3  0.57  29.00  37  （－） 

自殺 5  0.96  72.33  27   

全死因 489  － 100.69  20   

資料：沖縄県標準化死亡比（ＳＭＲ）～1973－2012～（2011年集計までの暫定版） 

 

 

※ 標準化死亡比（ＳＭＲ）とは、人口構成の違いを除去して死亡率を比較する

ための指標です。ここでは、沖縄県の平均を１００としており、標準化死亡

比が１００以上の場合は沖縄県平均よりも死亡率が高いと判断され、１００

以下の場合は死亡率が低いということになります。 

  順位は沖縄県内の市町村で、ＳＭＲが高い順に付しています。 
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１１ 平均寿命 

 

（１）平均寿命の推移 

 本町の平均寿命は男女ともに延びています。 

平成２２年の平均寿命は、男性が７８．５年と沖縄県より０．９年下回りま

すが、女性は８８．１年と沖縄県より１．１年上回ります。平均寿命の男女差

は９．６年もひらきがあります。 

 

 

 

 

 

平均寿命の推移 
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（２）近隣市町村との比較 

本町の平成２２年の平均寿命を近隣市町村と比較すると、男性は中部地区１

１市町村の中で最も低くなります。一方、女性は中部地区１１市町村の中では、

北中城村、中城村に次いで３番目に高くなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

資料：平成２２年市区町村別生命表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年 平均寿命 （年） 
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１２ 健康寿命 

 

健康寿命とは、「健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期 

間」で健康寿命の延伸は本計画の全体目標であり、各分野の取組みを総合的に

推進することで達成されるものです。 

 本町の平成２２年の健康寿命は、男性が７６．７年、女性が８３．３年です。 

 

※本町は人口規模が小さいため「人口」と「死亡数」は５年間の合計を使用し

ています。評価の目安にするため、精度は低くなりますが健康寿命を算出しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：１．厚生科学審議会地域保健健康増進栄養部会・次期国民健康づくり運動プラン策

定専門委員会「健康日本２１（第二次）の推進に関する参考資料」p25 

   ２．平成２２年市区町村別生命表 

   ※嘉手納町の健康寿命は、「健康寿命の算定プログラム（厚生労働省）」を使用し算

出（参考資料 p82参照）。 

平成２２年 平均寿命と健康寿命 

平均寿命              支援や介護が必要となる期間 

健康寿命 



24 

 

１３ 健診受診率 

 

 本町の特定健診受診率は、平成２０年度から平成２４年度まで横ばい状態が

続いています。 

 本町の平成２４年度の受診率は、中部地区１１市町村中、北谷町、うるま市

に次いで３番目に低くなっています。また、県平均を３．３％下回っています

（県内４１市町村中３６位）。 

 

 

 

 

  平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

うるま市 27.1 28.9 30.0 29.9 31.5 

沖縄市 25.9 25.6 27.1 30.3 34.1 

宜野湾市 23.8 24.6 27.8 28.6 34.2 

嘉手納町 33.0 36.0 35.5 35.5 34.0 

金武町 29.1 35.4 36.8 41.9 40.1 

北谷町 25.8 29.4 27.3 28.7 30.9 

恩納村 41.5 44.4 44.4 44.3 45.9 

北中城村 30.3 34.7 32.9 32.8 35.1 

宜野座村 43.7 44.9 49.3 54.2 52.9 

中城村 25.8 35.0 33.3 31.6 36.6 

読谷村 31.6 32.8 37.3 41.1 42.7 

沖縄県 27.4 31.8 34.4 35.8 37.3 

全国 30.8 31.4 32.0 ― ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

中部地区市町村別特定健診受診率（市町村国保）の推移 
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１４ 食文化 

 

 野國總管と甘藷                             
  

かつての沖縄は、１６０５（慶長１０）年から１９５０（昭和２５）年代ま

での約３４５年間の長きにわたって主食は甘藷（さつまいも）でした。水田の

少ない沖縄で米を食したのは、ごく一部の有産階級に属する人々であり、一般

庶民は朝昼晩の三度の主食は甘藷が中心でした。 

 その甘藷を我が国で初めて口にしたのは、かつての嘉手納（町）の地域に属

した野国村の人々でした。それは、１６０５年中国から甘藷を野国村に伝え、

甘藷大主と呼ばれた野國總管の出身地だったからです。姓は出身地の野國をと

り、名は琉球と中国との交易船である進貢船の總管職（事務長職相当）の職名

からとり「野國總管」と呼ばれました。いかにも偉人にふさわしい風格のある

名前です。嘉手納町では、日本人の命の大恩人の偉業を後世に伝えるために、

２００５年には、『野國總管甘藷伝来４００年祭』を盛大に挙行しました。 

 

 甘藷と食生活                             
 

先述したように沖縄全域を含めて嘉手納町の伝統的な食文化といえば甘藷に

尽きます。甘藷の食べ方は、大鍋に蒸して食べるのが一般的でした。蒸した芋

を御膳に乗せ皮をむき、野菜汁と一緒に食べる。時たま豆腐とスクガラス（漬

けの小魚）がつくと最高のご馳走でした。 

甘藷ほど貴重な食物はありません。捨て去るところはなく、葉はおひたしに

したり、雑炊にして食べます。夏場は野菜かわりになります。皮と蒸した茎は

豚の餌にします。甘藷と豚は持ちつ持たれつの関係にあり、沖縄で豚の飼育が

多いのは甘藷を主食とするため栽培量が多く、人が食べない部分を豚の餌にで

きたからです。沖縄で肉料理を口にするのは、冠婚葬祭の時か、盆と正月の晴

れの日に限られていました。肉といえば、豚が中心であり、ほとんどの家庭で

甘藷を餌にして豚を飼育し、盆や正月などで潰して食べる。自給自足の徹底し

た生活ぶりでした。沖縄の長寿は、「いもと豆腐づけの質素な食生活」が支えて

いたのかもしれません。 

 

 野国いも宣言                             
 

 １６０５年、我が町の先達・野國總管によって中国福建省からもたらされた

甘藷は、野國總管生誕の地・野国を発信基地として琉球の全ての村々へ、そし

て、薩摩を経て全国へと広まり、人々を餓えや飢饉から救い、全国民が等しく

その恩恵に浴することになりました。今日、甘藷は未来を希求する健康食品と
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して注目を浴びています。 

甘藷伝来４００年の節目を迎える２００５年、野國總管の偉業を奉祝する「野

國總管甘藷伝来４００年祭」が全町民の手により挙行されました。この慶賀を

機に、我が国における甘藷発祥の地・嘉手納を全国に広く発信するとともに、

野國總管を称え、甘藷を「野国いも」の愛称で呼ぶことを宣言しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


